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○第 22 回世話人会開催
　５月 14 日 ( 土 )18 時 30 分
　巣鴨ルノアール会議室
〇ネット在島会議
　５月２日（月）13 時 30 分
　神着老人福祉会館
○合唱団　映画上映会
　作品　歓喜の歌
　５月 29 日（日）
　13 時開場　13 時 30 分上映
　阿古体育館　
　※上映後合唱あり
○ご寄付のお願い
　郵便振替口座
　口座番号：00120-3-545036
　口座名称：三宅島ふるさと
　　　　　　再生ネットワーク
【三宅島ふるさとネット事務局】
　郵便番号：173-0005
　住所：板橋区仲宿 25-6
　電話：03(3963)5678
　FAX：03(3963)5697
　担当：大石・加藤

事務局便り

 

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
と
犠
牲
に
な
っ
た
被
災

者
の
皆
さ
ん
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本

国
民
が
一
丸
と
な
り
困
難
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
、
次
の

３
点
を
提
唱
い
た
し
ま
す
。

戦
略
の
確
立
』
な
く
し
て
は

22
世
紀
に
民
族
・
国
家
を
引

き
継
ぐ
こ
と
は
困
難
と
な

る
」
と
述
べ
て
き
た
。
そ
し

て
今
回
の
災
害
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
当
面
は
、

①
被
災
者
・
家
族
の
助
け
合

い
と
避
難
場
所
ご
と

の
組
織
化
（
所
在
不

明
の
難
民
化
を
防

ぐ
）
。
長
期
化
の
た

め
避
難
場
所
は
３
、

４
回
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
た
び

に
世
話
人
を
選
び
、

ま
と
め
役
と
窓
口
と

な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
受
け
入
れ
、

情
報
の
連
絡
と
被
災

者
の
要
望
を
ま
と
め

関
係
方
面
に
働
き
か

東日本大震災への緊急提言

困難の克服 一丸となって

け
る
。

②
行
政
は
前
例
主
義
を
捨
て

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
に
徹
す

る
意
識
改
革
。
決
定
の
説
明

で
は
な
く
対
話
で
安
全
と
生

活
再
建
を
両
立
さ
せ
る
。

③
防
災
国
家
戦
略
の
視
点

で
、
再
建
国
債
と
基
金
で
ま

ず
住
宅
全
壊
一
千
万
、
半
壊

五
百
万
円
支
給
、
零
細
・
中

小
商
工
業
の
救
済
で
生
活
・

地
域
づ
く
り
を
行
う
。

　

一
方
で
、
年
金
・
福
祉
目

的
税
と
し
た
消
費
税
を
10
％

前
後
に
ア
ッ
プ
。
将
来
安
心

の
税
負
担
と
日
本
再
建
の
た

め
協
力
を
求
め
る
。

　

原
発
依
存
か
ら
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
。
広
島
・
長
崎

に
次
ぐ
二
度
の
被
ば
く
は
絶

対
に
許
せ
な
い
。こ
の
三
点
。

【
三
宅
の
状
況
・
対
応
】

〇
３
月
11
日
15
時
か
ら
翌
15

　

時
58
分
ま
で
伊
豆
大
久
保

　

浜
住
民
に
避
難
指
示
。
63

　

人
が
避
難
施
設
に
避
難
。

〇
津
波
情
報
。
11
日
15
時
34

　

分
坪
田
最
大
80
㎝
、
阿
古

　

15
時
39
分
最
大
60
㎝
。

〇
平
野
村
長
は
、
４
月
12
日

　

自
治
会
分
７
５
０
万
５
千

　

１
６
９
円
、　

建
設
協
会

　

50
万
、
村
か
ら
５
０
０
万

　

円
の
義
援
金
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

　

窓
口
に
寄
付
し
た
。

　事務局長を務

めさせて頂きま

す、大石陽子で

す。未熟ではあ

りますが、精一

杯頑張ります。

　在京島民の皆様、支援者の

皆様との繋がりを大切に、節

目を迎えた新たな復興支援を

していきたいです。どうぞよ

ろしくお願い致します。

　事務局長を務

めさせて頂き、

三宅島の素晴ら

しさ、自然災害

の厳しさ恐ろ

しさなど、たくさんのことを

経験し学ばせていただきまし

た。心より感謝しております。

　微力ではありますが、これ

からも三宅島の更なる発展を

お祈りしています。

　

私
は
、
三
宅
島
の
長
期
災

害
と
人
生
経
験
か
ら
「
20
世

紀
は
戦
争
の
世
紀
、
21
世
紀

は
自
然
災
害
と
の
戦
い
の
世

紀
と
な
る
。
従
っ
て
日
本
は

も
と
よ
り
世
界
的
に
も
『
自

然
災
害
に
対
す
る
防
災
国
家

津波避難指示があった大久保浜　正面に東電発電所　全面停電の危機は？

事務局長が交代

「たくさんの経験に感謝」
退任 横山美紀さん

「新たな復興支援を」
着任 大石陽子さん

会長
時評
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５月１日 三宅島新報第 27 号発行

　　14 日 日本災害復興支援学会参加

　　　   （酒井副会長・横山事務局長）

　 16 日　神楽坂青空フェスタ出店

　　　   拡大世話人会（第 19 回世話人会）

   18 日　朝日新聞取材（佐藤会長）

　20日　在島者会議（神着福祉会館）

31 日～６月１日

 演奏会「三宅島へ音楽の贈り物」

　兵庫県永田・菅原邦明さん・安  

　永さん・城村さん演奏

６月16 日　村議会 (人工透析導入請

　　　　　願 満場一致可決 )

　　20 日　在島者会議

７月１日　三宅島新報第 28 号発行

　　４日　　島市出店（阿古）

　　17 日　読売新聞 在京者取材

　　29 日　映画「ロック」美術協力

８月 7日～ 10 日

　向上高校新聞委員会、 ＤＴＰＡ 

　三宅島にてボランティア

　　９日～帰島５周年行事説明会

　　18 日・19 日

　及川先生他による「健康講座」

　　21 日 練馬区防災ユースサミット（横

　　山事務局長・加藤さん参加）

   24 日 読売新聞取材（佐藤会長）

9月 1日 三宅島新報第 29 号発行

　　４日・５日 帰島５周年記念式典

10月３日 神楽坂青空フェスタに出店

   24 日 島市出店（阿古）

  26 日～ 28 日

   住民懇談会（佐藤会長参加）

11 月1 日 三宅島新報第 30 号発行

   17 日 第 20 回世話人会

   23 日 映画「ロック」ロケスタッ  

       フに佐藤会長・光安さん赤飯

       70 食差し入れ

12 月6 日 坪田高濃度地区説明会

         （佐藤会長参加）

   12 日 50 年目の故浅沼稲次郎委員長

          追悼集会（佐藤会長参加）

   24 日・25 日

　島内独居高齢者 120 世帯にお米を 

  プレゼントする

1月 1日 三宅島新報第 31 号発行

  ９日 災害復興学会総会（佐藤会長参加）

   17 日 神戸 1・17 のつどい

　     （ＤＴＰＡ相澤さん参加）

  18 日 臨時村議会にて坪田高濃度

          地区の条例改正を行う

  22 日 高濃度地区在京住民説明会（横   

           山事務局長参加）

   29 日 新年会（ビストロおきみくら）

   19 日 第 21 回世話人会

3月 1日 三宅島新報第 32 号発行

    2 日 在島者会議

   ６日 島市出店（坪田）

☆その他の活動☆

※訪問活動…事務局・ＤＴＰＡ・

　酒井副会長の３チームで実施

※ふれあいコール…随時行う

平成 22 年度の活動報告

　ふるさとネットは、３月 12日に巣鴨の喫茶ルノアール会議室で
総会を実施。平成 22年度の活動をまとめるとともに、平成 23年
度の活動方針を決定した。この中には、人工透析機早期導入のた
めの協力や島内におけるコミュニティーの強化等が盛り込まれた。

①
広
報
活
動

 

三
宅
島
新
報
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
の
ご
努
力
に
よ
り
隔
月
発

行
で
き
、
ふ
る
さ
と
だ
よ
り

も
定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
定
期
的
に
行
う
こ

更
新
で
き
た
が
、
常
に
新
し

い
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
見
直
し
て
い

き
た
い
。

②
訪
問
活
動

　

事
務
局
チ
ー
ム
・
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
チ
ー
ム
・
酒
井
副
会
長

チ
ー
ム
の
３
チ
ー
ム
に
分
か

れ
活
動
し
た
。

 

一
緒
に
買
い
物
に
出
か
け

る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
活
動
が
で
き
た
。
訪
問
先

は
高
齢
の
方
が
ほ
と
ん
ど

で
、
定
期
的
な
訪
問
を
続
け

る
こ
と
が
必
要
だ
。
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ル
の
充
実
も
図
っ
て

い
き
た
い
。

③
支
援
層
と
交
流
の
広
が
り

　

神
楽
坂
商
店
街
の
皆
様
の

お
か
げ
で
、
今
年
度
も
神
楽

坂
青
空
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
で

き
た
。
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の

出
店
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
た
。
今
年

度
も
明
日
葉
の
天
ぷ
ら
等
の

実
演
販
売
が
好
評
だ
っ
た
。

事
務
局
・
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
と
協
力

し
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
。
島
内
で
は
「
島
市
」
に

出
店
。
売
上
金
は
高
齢
者
支

援
に
活
用
し
た
。

④
ご
寄
付
・
活
動
等
の
協
力

　

今
年
度
も
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
支
援
頂
き
、
三
宅
島

新
報
の
発
行
、
訪
問
活
動
、

他
被
災
地
と
の
交
流
等
、
活

動
を
広
げ
る
事
が
で
き
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 22 年度総会 ３月 12 日

コミュニティー強化の方針確認
前年度の
取り組み

青
空
フ
ェ
ス
タ
等
で
広
げ
た
交
流

訪
問
活
動 
３
チ
ー
ム
で
継
続
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①
長
期
噴
火
災
害
の
課
題
を

検
証
し
生
活
再
建
・
再
生
の

本
格
的
な
取
り
組
み
を
！

　

昨
年
は
、
２
０
０
０
年
噴

火
10
年
目
、
帰
島
５
周
年
記

念
の
節
目
を
島
民
参
加
型
行

事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を

提
唱
し
成
功
さ
せ
た
。
ま
た

４
月
１
日
か
ら
坪
田
高
濃
度

地
区
も
条
件
付
き
な
が
ら
も

滞
在
も
可
能
と
な
っ
た
。
し

か
し
道
路
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
工
事

な
ど
に
比
べ
て
、
生
活
再
建

を
基
に
し
た
地
域
再
生
の
動

き
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
こ

の
背
景
に
は
、
各
行
政
機
関

の
復
興
に
対
す
る
考
え
方
が

社
会
基
盤
整
備
に
限
定
し
、

生
活
・
地
域
再
生
は
自
己
責

任
で
と
被
災
者
を
突
き
放
し

た
国
・
自
治
体
の
政
策
が
あ

る
。
こ
の
た
め
村
政
へ
の
失

望
感
は
根
深
い
。

　

今
、
災
害
復
興
の
在
り
方

の
見
直
し
が
日
本
災
害
復
興

学
会
な
ど
で
検
討
さ
れ
て
い

る
。
三
宅
島
の
現
状
こ
そ
長

期
災
害
の
原
型
に
も
関
わ
ら

ず
、
私
た
ち
の
発
信
力
は
微

弱
で
あ
る
た
め
政
治
問
題

化
、
社
会
化
、
制
度
化
に
乏

し
い
。
本
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

力
が
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

②
三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
５
年
間
の

取
り
組
み
を
総
括
し
て
重
点

的
な
活
動
を
目
指
す
。

　

６
年
前
の
全
島
避
難
指
示

解
除
は
、
「
帰
り
た
く
て
も

帰
れ
な
い
」
島
民
約
一
千
人

を
置
き
去
り
に
し
て
き
た
。

　

４
年
半
の
避
難
生
活
と
現

在
も
続
く
火
山
ガ
ス
放
出

は
、
島
民
の
生
活
基
盤
を
破

壊
。
経
済
力
の
低
下
、
高
齢

化
、
高
感
受
性
者
の
火
山
ガ

ス
の
影
響
、
高
濃
度
地
区
指

定
で
の
住
居
・
生
業
禁
止
な

ど
は
、
帰
島
判
断
と
生
活
再

建
、
地
域
再
生
を
困
難
に
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
島
内

外
島
民
の
格
差
が
生
じ
た
。

行
政
機
関
が
被
災
島
民
の
自

己
責
任
論
を
強
調
し
た
た
め

格
差
は
解
消
さ
れ
ず
、
高
濃

度
地
区
住
民
は
「
第
二
次
避

難
生
活
」
を
余
議
な
く
さ
れ

る
な
ど
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
現
状
を

直
視
し
、
在
京
者
訪
問
活
動

の
ほ
か
、
高
濃
度
地
区
被
災

者
の
声
を
発
信
し
て
き
た
。

ま
た
、
島
の
高
齢
化
問
題
、

人
工
透
析
機
導
入
支
援
、
三

宅
島
災
害
の
社
会
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
の
継
続
と
島
民
の
自
発

性
を
基
に
し
た
、
再
生
の
た

め
の
島
内
活
動
も
活
性
化
さ

せ
た
い
。

③
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

１ 

訪
問
活
動
は
点
検
、
総

括
を
行
い
よ
り
有
効
な
方
法

を
検
討
す
る
。

２ 

「
三
宅
島
新
報
」
「
ふ
る

さ
と
だ
よ
り
」
に
よ
る
村
の

情
報
提
供
な
ど
継
続
す
る
。

３ 

島
の
現
状
発
信
の
た
め

マ
ス
コ
ミ
、
大
学
研
究
機
関
、

日
本
災
害
復
興
学
会
、
各
地

被
災
地
と
の
交
流
を
行
う
。

４ 

坪
田
高
濃
度
地
区
問
題

の
た
め
の
ア
ン
ー
ト
な
ど
を

検
討
す
る
。

５ 

人
工
透
析
機
早
期
導
入

の
た
め
に
協
力
す
る
。

６ 

神
楽
坂
青
空
フ
ェ
ス
タ

は
、
実
行
委
員
会
を
作
り
充

実
さ
せ
る
。

７ 
三
宅
島
再
生
の
島
内
活

動
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
島
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
を
目
指

す
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ

て
活
動
を
行
う
。　

（
要
旨
）

５
年
間
を
総
括
し
新
た
な
展
開
を

平
成
23
年
度
の
方
針

科    目 予算 決算 2011 年度予算案

寄付金 550,000 462,000 500,000

活動収入 100,000 276,179 200,000

雑収入 10,000 25,401 40,000

前期繰越金 296,658 296,658 214,809

収入合計 956,658 1,060,238 954,809

科目 予算 決算 2011 年度予算案

新報費 550,000 433,280 550,000

訪問活動費 10,000 111,210 40,000

活動費 150,000 212,248 200,000

会議費 40,000 10,200 25,000

事務備品費 30,000 14,261 20,000

通信費 100,000 42,040 60,000

渉外費 70,000 20,000 50,000

雑支出 6,658 2,190 9,809

支出計 956,658 845,429 954,809

次期繰越金 0 214,809 0

会長　　　　佐藤就之

副会長　　　酒井一豊　池田金好

事務局長　　大石陽子

事務局次長　糸井真由美（会計）

　　　　　　加藤さおり

世話人　山田貴久　山尾啓予

相澤春歌　吉田信行　永山詩織 

菊池忠男　勝見吉雄　光安千久子

京町（みやこ）　伊藤奈穂子 

横井和之　草野絵里  佐藤健哉

内田愛理

監査　大坊千代子　小林　舞　

　　　　　　（順不同・敬称略）

ジ
な
ど
で
被
災
者

救
済
の
在
り
方
の

根
本
を
発
信
し
て

い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　

節
目
を
迎
え
た

今
こ
そ
、
被
災
者

の
立
場
に
立
っ
た

生
活
と
地
域
再

生
、
災
害
課
題
の

検
証
を
継
続
し

「
安
心
の
島
づ
く

り
」
を
進
め
る
努

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
22
年
度
決
算
・
23
年
度
予
算

３月 12 日に行われたふるさとネットの総会

平成 23 年度役員
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編
集
後
記

　

坪
田
高
濃
度
地
区
の
条
件
付
き
無
期
限
滞
在
が
始
ま
っ
た

が
、
滞
在
者
は
避
難
前
の
１
割
程
度
だ
。
ま
た
、
人
工
透
析

機
問
題
の
解
決
も
め
ど
が
立
た
な
い
。
一
方
で
、
映
画
「
ロ
ッ

ク
～
わ
ん
こ
の
島
～
」
公
開
日
程
決
定
な
ど
の
朗
報
も
あ
る
。

　

坪
田
高
濃
度
地
区
に
お
け

る
条
件
付
き
無
期
限
滞
在
の

難
前
は
、
１
５
５
世
帯
、

３
０
７
人
。
世
帯
数
で
18
・

７
％
、
人
口
で
12
・
７
％
に

止
ま
り
、
地
域
再
生
施
策
が

急
が
れ
て
い
る
。

　

「
人
工
透
析
早
期
導
入
を

切
望
す
る
有
志
の
会
」
が
患

者
と
家
族
、
友
人
、
知
人
な

ど
に
呼
び
か
け
て
発
足
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
村
議
会
で

も
毎
回
促
進
を
求
め
る
声
は

上
が
っ
て
い
る
。

　

中
央
診
で
手
伝
っ
た
こ
と

も
あ
る
成
島
ま
す
み
看
護
師

か
ら
も
、
神
津
島
施
設
開
設

に
関
わ
っ
た
方
が
一
週
間
位

看
護
師
研
修
施
設
が
有
る
と

紹
介
が
あ
っ
た
。

　

映
画
「
ロ
ッ
ク
～
わ
ん
こ

の
島
～
」
は
、
７
月
23
日
か

ら
全
国
公
開
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」

は
、
４
月
14
日
７
時
過
ぎ
に

「
ロ
ッ
ク
が
被
災
地
に
勇
気

を
」
と
三
宅
島
の
噴
火
や
映

画
の
一
部
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
映
画
の
主
題
歌
を
小

田
和
正
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
が
書
き
下
ろ
し
た

新

曲
「h

e
l
l
o
 
h
e
l
l
o

」

を
４
月
20
日
に
ニ
ュ
ー
ア
ル

バ
ム
「
ど
ー
も
」
に
収
録
発

売
さ
れ
る
。
内
容
は
、
力
強

い
希
望
が
心
に
湧
い
て
く
る

よ
う
な
優
し
さ
が
満
ち
た
楽

曲
と
紹
介
。

　

全
島
避
難
中
に
、
島
民
の

望
郷
の
念
を
唄
っ
た
五
木
ひ

ろ
し
の
「
望
郷
の
詩
（
う
た
）
」

に
続
き
楽
し
み
だ
。

　

今
回
の
震
災
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
メ
デ
ィ

ア
に
注
目
さ
れ
る
中
、
三
宅

も
ま
だ
支
援
が
必
要
な
状
況

で
す
。
今
年
度
は
青
空
市
の

企
画
も
担
当
さ
せ
て
頂
く
の

で
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

[ 課長級 ]

・議会事務出向　千葉弘幸

( 中央診事務長 )・総務課長

兼選挙管理委員会事務局　

吉田稔彦 ( 地域整備課長 )・

総務課税務担当課長　曽我

部宏一 (議会事務局長 )・総

務課会計担当課長　高松幹

也 (総務課主幹 )・村民生活

課長　中村敏郎 ( 村民生活

課住民・環境衛生担当主幹)・

中央診療所事務長　竹山智

洋見 (企業課長 )・観光産業

課長兼農業委員会事務局　

高松市郎 (教育課長 )・観光

産業課運輸・空港担当課長

兼企業出納員　替地千穂子

( 村民生活課長 )・地域整備

課長　山上力 ( 産業振興課

長 )・教育委員会出向　島

村幸明 (観光振興課長 )

[ 出張所 ]

・坪田出張所所長　浅沼由紀

( 神着出張所長 )・神着出張

所主任　佐久間里香 ( 伊豆

出張所所長 )・伊豆出張所主

任兼伊ヶ谷出張所　光安由

紀夫　　　　 （４月１日付）

変化する島の状況

不安の中に明るい話題も
三宅村人事異動 (前職 )

人
工
透
析 

有
志
の
会
発
足

【お便り】
　日頃は色々とお世話になり

ありがとうございます。島に

戻り一週間になります。佐藤

会長はじめ皆さまには大変お

世話になりました。島民全員

が早く戻れることを心より願

っております。（伊ヶ谷　Ｓ様）

【ご寄付者名】
飛鳥泰次様、伊藤奈穂子様、

佐藤宗ノ子様、吉田信行様、

森田幸江様、島市売上金

（2 月 16 日～ 3 月 31 日）

ありがとうございました。

実
施
は
、
４
月
１
日
に
始

ま
っ
た
。

　

政
策
推
進
室
に
よ
る
と
滞

在
者
は
29
世
帯
39
人
。
避

　未帰島者宅の取り壊し
　　　（三池高濃度地区）

「
ロ
ッ
ク
」
７
月
23
日
か
ら

坪
田
滞
在
は
避
難
前
の
１
割

「
ロ
ッ
ク
」
の
Ｈ
Ｐ
よ
り


